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は じ め に

本年度は、第 10次、 11 次、 1 2次、 13次、 14次の発掘調査と、蛇谷、武家屋敷の屈境＇：各1ih 、 一~

乗谷の石造追物の調査、朝倉氏関係の古文書調究を実施しました。

第10次に引き続いた武家屋敷跡の発掘調杏では、水田の下から戦国時代の街並を確認いたし

ました。この成果は、この一乗谷の構造、ひいては、戦且1時代の都市を研究していく上で、 i'i

重な衰料となることと思います。米年度は、こうした．点をさらに進めるため、道路と一釆谷川

の間を全面発掘し、この一画に戦国時代の街並を保存展観したいと考えています。

石造追物の調査も、本年度をも って一応一釆谷内を終了し、約3000体を確認、記録すること

かできました。こうした石造逍物を、どう保存し 、いかに有効に史料として生かしていくかか、

今後の大 きな課題てす。

なお、本年度4i染の実施にあたりまして、文化庁叫念物課、奈良国立文化財研究所、特別史

跡一乗谷朝倉氏逍跡調介研究協議会の各位より、仇重な御助言、御協力をいたたきました。ま

た城戸の内をはしめ、地几の皆様には、有形無形の11文かい御扱助をいたたき心か ら感謝の紅を

表します。

昭和50年 3月

朝倉氏遺跡調査研究所長 河 原 純 之

表紙 ：整備後の迅路 と東西の武家屋敷
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第10次 ・11次発掘調査 （通称新馬場跡）

調査の概要

昭和48年度までの発掘調査等により、一乗谷の中心となる、朝倉氏の本館跡を全面調査する

ことかてきた。そこで本年度は、こうした成果をふまえ、家臣の屋敷を全面発掘する計画をた

て、その調査の主眼を次の 2点においた。（l)、本館に対して、給人家臣の屋敷の構造、及び物

質文化の内容をとらえ、比較すること。 (2）、 一乗谷内の街割りの資料を得ること 。

上記の目的にそい、福井市城戸の内町字平井通称「新馬場」に発掘区を設定した。ここは、

本館、中の御殿の対岸にあたり、整然とした区画の水田か並び、土塁の名残りが残っている。

字名、水田の通称に家臣の名か使われることから 、家臣団の屋敷の存在か推定されていた。

調査は良好に残る 2本の土塁を包括する3665mを 2次に分けて行ない、各々 、第10次調査、

昭和48年 8月1日～49年 3月30日、 2425m'、第11次調査、昭和49年 4月2日～49年 8月5日、

1240m'とし た。

発掘された遺構

2次に及ふ発掘調査の結果、南北に走る道路を中心に、各々土塁に囲まれた屋敷群を検出し

た。屋敷は、道路の東西に伴行する南北方向の上塁 2本と、それに直交する東西の土塁 2本と

によって区画される。発掘区内においては、道路の西に 3屋敷、道路の東に少なくとも 1屋敷

以上を検出した。

以下、各々 について概要を辿べる 。

道路 (SS 260) と付属遺構 PL. 3、4、第2、 3、4図

西の山裾から67m、現れの一東谷川から約40mの位沼に、はは南北に走る逍路を検出 した。

はは一東谷川に等間1州りに走ると、思われ、 「I]は4.0-4.3m、発掘区内K53mて、砂利敷てある。

北に向かってゆる＜ 妬の勾配をもつ。また東に向かっても傾糾しておリ、路面上の水を東に付

J属する闘40(mの石組側溝 (SD 268)に見める。 この側溝には、道路の西の 3屋敷からの排水

溝 (SD 269、271、273、274)も道路を横断して接続する。これらの排水溝は、道路の西側の

土塁を賠朱 (SZ 270、272、275、276、277)て〈く り、屋敷内に繋かる 。

逍路及ひその付）屈逍構には 2期の直構面かあることか観察てぎた。古いhを古期、新しい｝］

を新期とする。 トレンチによる道路の断面の観察によれは、新期の道路面砂利敷下約30cmに、

同様の砂利敷面か認められるか（挿図 l）、この新旧の面は、排水溝 (SD 271)と排水溝 (s

D273)の面に対応する。石組側溝 (SD268)は大略 3段に石を柏むか、その第 1れ目は小さ

く、東へすれ、頂部も平坦にそろっている。また、この側溝内の断血にも、 2回の焼土層を認

めた。
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耕土

盛土 ・岩

挿図 1 土塁・道路断面図

土塁 PL. 3、4、第2、3、4図

土 塁 (SA 261、 264、 265) 道路西側の南北方,,,」の土塁て、発掘区内約50mに及ひ、さ

らに南北に延長することを確認できた。碁部「I]は南部で270cm、北部て18()cm、道路面からの残

高は、 50cm、 110cmであり、道路側は、大きな石材か用いられており、石材は、 一乗谷の1疑灰

角礫岩てある。数石お きに特に大きな岩か用いられているか、調査時には、これらか道路面上

に引き倒され、さらに、道路巾分か、この土塁を構成した岩で盛ってあった。暗渠 5、門 1を

もつ。

土 塁 (SA 266) 道路束側の南北方向の土塁て、発掘区内53mに及ひ、さらに南北に続く

と推定される。基部巾は 120cmで、道路面より上は水田のため削平を受けて残らないか、基部

巾かせまいこと、石材か小さいことから、西側の土塁 (SA 261)に比べると、 小規模と思わ

れる。土塁の基底は、古期道路面より下にあり、西側の土塁と共に、道路と同時に構槃されて

いる。南端から30mの位沼に門 (SI 279)かあり、同しく 23mの位罹に井戸 (SE 358)かあ

る。またこの門より北ては、土塁内側に 111100-15()cmの石垣をも った武者走り状の迅構か付屈

する (pL. 4)。

土 塁 (SA 262) 土塁 (SA266)に約5゚ ふれて接続し、 「新馬場」と「シ ョーゲドン」

とを隔てる。基部「I]は210~23()cm,西の山裾へ向かって50.5mを確認した。この土塁はその性

格にふさわしく 、両側面かはは同じ大きさの石材て構築されている。

土 塁 (SA 263) 土塁 (SA 266)にはは直角に接続し、西の山裾まて約60mを確認した。

「新馬場」と北隣の屋敷を隔てる土塁て、北側か低いためか、北面に比較的大きい石材を用い

る。南の土塁 (SA262) とは、東端て内法42mの間隔をもつ。基部巾は170cmでSA262よリ

せまい。

新馬場 PL. 3、6、7、第2、3、4、 5図

道路に沿った南北方向の土塁 (SA 261)とそれに接続する東西方向の土畠(SA262、263)

によって区画され、東の道路に門を開く 。西は山を負い、南北は隣り屋敷てある。土塁に囲ま

れた面柏は、約2,550m'（約773坪）てある。

調介の結果、大きく 3時期の直構面かあることか判明した。 1期は、追路や土塁と共に作ら
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れたこの屋敷の開始の時期て、道路の古期に比定される。II期は、屋敷内の改造された時期、

III期は、後辿するように性格か大きく変化し、その終了か、この一乗谷の滅亡の時てある。

門 (SI 278) 北より 11.5mの位沼にあり、土塁を 340cm巾に切って作られた門て、2段の

石段をもつ。構造は明らかてはない。

瑛石建物 (SB280) 門を入ったすくの所にあり、 70cmしか離れていない。南北 3間 (190,

190、190)、東西 3間 (190、 340、 190)で東西棟と推定される。西北開と東南に石敷を伴な

う。南北 3間の中央の柱間か、門のはぱ正面にあり、位躍的に近接し、門との関連をもつ建物

と考えられるか、具体的には不明てある。

掘立柱建物 (SB281) 門より西へ約26mの位罹にあり、北へ寄って通路 (SS 335)に面

している。南北 5間 (7.9m)，東西 2間 (3.7m)で南北棟である。方位は S8280と同しで北

土塁 (SA263)に規制される 。この東側にも柱穴群と 1辺30-50cmの方形の浅い灰穴かあり、

井戸 (SE 291)と石敷てつなかる。

中央排水溝 (SD312) 巾40-50cmの石組の溝で、南側に巾 120cmの縁石をもつ通路を伴な

う。この溝に梨められた水は、束へ流れ、石組溜枡 (SF283)、暗渠 (SZ 272)、排水溝 (s

D 271)を経て道路側溝へ通している。

柵 (SA 300、 306) 中央排水溝にそ ってす〈北にある東西方向の柵 (SA300)とそれに

接続する南北方向のfill!(S A 306)で，皮付丸太て作られ、各々27m、15m続き屋敷の西北隅

を区画する。SA300は少なくとも17本以上より成り 90-180cmの柱間をもつ。 SA306は13本

以上より成り、 100-150cmの柱間である。各々 、よく似た楕跡か付随しており、おそらく同じ

機能をもつ柵で、作り換えの結果と考えられる。

砂利敷 (SX 360)、井戸 (SE295) 井戸を北端として、南北約 6m、東西約 7mの範囲に

よくたたきしめられた砂利敷面かあり、井戸 (SE295)を付設した建物かあ ったと推定され

た。井戸は上面径0.9m、深さ1.6m、石栢みである。

井戸屋形 (SB298)、井戸 (SE294) 井戸は上面径 0.9m、深さは L7 mて、 通路(ss 

282)に向って石敷をもつ。この井戸に伴なう屋形は、束西約1.4m、南北約2.2mで円柱の掘

立てである。

I、II期の屋放内を概観すると、主要な溝や楕等によって大きく 6ブロ ノクに区画されてい

る。ます屋敷全体か中央排水溝 (SD312)によ って南北に21m (70尺）すつに分けられ、各

々かさらに溝 (SD 313、 317、 319、 324)や楕 (SA306)により小区画される。そして、

2つの通路 (SS 282、335)は各々溝に沿って、その小区画を東西につなく役目を果す。

中心的な区画は、門をはじめ、礎石建物、掘立建物をもつ、中央排水溝と石組溝 (S0313)

にはさまれた区画で、この区画の真半分には、す〈北の土塁と石組溝 (SD313)に区画され

る石組溜枡群や井戸と関辿する雑舎かあ ったと考えられる。 さらに溝 SD324と、 319とに
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はさまれた区画も建物群かあ ったと推定てきる。また直交する 2本の柵 (SA300、306)に区

画された北西隅には、井戸2、石組溜枡 1、馬蹄形の石組逍構 (SX 344)，楕、掘立建物の J良

跡と考えられるピ ソト群等かあるか、いすれも保存か悪く、その性格は不明てある。屋敷の東

南の区画は、逍構かはとんどない部分てある。

最も新しいIll期は遺構か少なく、楕 (SA304)、井戸 (SE 292、293)等かあ り、東半分 か

全面ハラス敷て非常に硬い面てあ った。おそらく 「新馬場」の通称はこれに関連する ものてあ

ろう 。

柵 (SA304) 角柱の掘立て、南北に 6間分あり、村の間には石列をもつ。北か ら3間目だけ

か石かなく通路かと思われる。柱間は180cmて土塁 (SA 261)に方位を合わす。

井 戸 (SE292) II期の通路を毀して作られておリ、上而径は l.om、深さ 2.9mて1底近

くに多量の焼土、壁土と共に、井戸屋形の部材や木製滑車、軸受等の炭化材、鉄鍋、 h他、鍵、

投頭金具、飛馬文染付茶碗等か出土し、その上は細かい角礫て人為的に埋められていた。

このIll期の終りか、一乗谷の焼亡した天正元年と比定されよ う。

「ショーゲドン」 PL. 3 挿図 2

上塁 (SA262)により新馬場と接し、発掘区南瑞にか

かった屋敷て、石組溜枡 (SF 326)と土塁を昭渠 (sz 

270)て くくる排水溝を検出した。南側の水田の通称か、

「ショーゲドン」であり「将監殿」 と思われ、春日神社所

蔵の 「一東谷古絵図」にある 「鰐淵将監跡」に比定てきる。

北隣屋敷 PL. 3 第 4図

新馬場の北隣の屋敷て、土塁 (SA263、265)により画

される。発掘区の北端にかかったため、詳細は不明である

か、土塁裾に、側石をかなり抜かれた石組溝 (SD316) 

かあり、暗渠 (SZ 275)を通リ、石組排水溝 (S0274) 

を経て道路測溝に至る。

東隣屋敷 PL. 3 第 2図

ヽ

，＇量 ‘¥ . ~こ ・ベー・、こョ
t 況＾ ――. 、- -, 
i. 

ミ ＂ -一•：ヽ

ヽ

[＼;―̀  0―̀-4 5-~グ :-

挿図 2 「ショーゲドン」

土塁 (SA266)に、間口310cmの掘立柱の門 (SI 279)と、土塁樹に井戸 (SE358)か検

出され、迅路の束にも屋敷の存h．か予想された。碓品のため、 3m巾の トレンチ 2本を、発掘

した。門 (SI 278)の延長上の北トレンチては、 石組溜枡 1と礎石建物 l棟か焼土）竹下に確

認され、土塁 (SA262)の延・iて上の南トレンチても、れ組溜枡 l、石列等を検出した。

この屋敷は道路と一東谷川にはさまれ、箕行は30mてある 。間口は、南北30mすつて水田の

高さか違い、 高い南半を「オコヤシタ」と通称し ている。 「一釆谷古絵図」ては、 「新馬場」

と 「鰐淵将監跡」の間の川沿いに「平井」とあり、この付近と推定される。
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街‘i片llについて

道路網 この地区ての街＇ ，り1の），口本的な構成を観察すると 、近世の城下町における侍桓敷地区

と同様に 、ます道路網か斥放，9；llに先行して叶両される。道路網は、南北に長い辿り抜けの谷の性

杞 I・、谷に沿う南北方向か幹線となる。後辿するように 、一東谷川の東と西に各々 1本か造ら

れた。西の幹線か発掘区内の追路 (SS 260)と名えられ、側溝を入れて 4.5m (2.51廿l)の

闘員 をもち、川から約30m (17間）間伽である。この 2本の幹線追路に対し て、 中の御殿の南

側士以の外にあるような叫i,i11 3 m (1. 7 I廿j)と少し狭い束西h向の逍路かとり ついている。

大」下5年にii}かれたといわれる 『朝介始末，；じ』の 「水禄11年 5月17日朝介屋形へ御成 御門

役辻l9[lの加の心liを見てみたし、。これは、‘‘将軍義U(jが一乗谷洲乃中に、義娯館へ行った際の

畠 liて 、その11かの館のl"lと辻々の腎設役を羅列したものてある。この 「朝介屋形」とは、本館

のことてあ り、義昭のけ砂した館は、 I・.城戸の外の「御所」と呼はれる地に あたると名えられ
※ 

る。III[！に，，じすと 、 「人低の辿」、 「fJ）|I,1り場↑、 「坂野ヶ小路」、 「L殿の橋の通」、 「遊楽寺

,ヽ.※
の11リ」、 「三輪Ilヽ廿紀、 忍 間小路」、 「魚什彦：四郎前」、 「魚ti前 」 "・※ 

、 「iIIII泉1iiJ」、 「木戸

の本↑、 「，9'.以前」、 「斉l恥げ 、 「小林削？、 「クラカリ谷」、 「森前」となる。※印は、

字名、通称等からその位附をすイ（定てきるものてある。この記1しの順を見ると、本館の門役に続

いて、本節周辺からいったん、下城戸の）jへ．ilfき、その後、上城戸を舒て「御所」の方へと古

し、てしヽる 。

また 、この書き方には①「 の低の通」、②「 小路」、③「地名」、④「（ 人名）前」

とかある。この中、① と②は当時の街路の構成をホすと 考え られる。①は、一束谷川にかかる主

要な橋を中心とした束西方向の街路であ り、 ②は、中の御殿の南側の逍路のように、南北方向

の竹線に交わる 、束西J]向のいく分狭い街路と推定される。南北方向の幹線の呼ひ名は不明だ

か、この辻々の，記載の中に入らないことから逆にその道路か辿行された幹線と名えられ、前述

の屋放か並ひ、い くつかの小路か交わっていたと 名え られる。しかし 、この場合、川の西に推

定されるいくつかの崖敷名か見当たらないことから、川の束側の幹線逍の存｛iか推定され、義

昭の一11は、そちらを辿行したと息える。

以」一．のよ うに 、一来谷内の主要衝路は 3種類より成っていたと推定され、 地‘,1ill等から 、これ

らの道は、何ヶ1iJ'rかの「知折」部を持っていたと 名え られる。

屋敷割 今同の発掘調介によ り検出した 4匝敷について見ると 、先辿 したように 、線としての

街路か優先してお り、次にこれを）よ準に間口を決める方法かとられている。炉敷そのものは、

直路に沿う南北Jj向の土塁から、山樹と川までを」．塁によ って什切 られる。新，＼り場の場合は、

南北の1Jl1]土塁は 各々 ill2.2m (1.2間）、1.9 m (1間）てあ り、その内法間口は43.3m(24間）、

心々て45.4m （約25間）である。奥行は55~65mで、山剃のIll1凸による。東側の居敷の場合は 、

トレ ンチ発掘のため、逍路と川を結ふ土塁は確認されていない。前辿したように、水田等の地
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割から推定すると、間口も奥行も約30m （約17間）である 。

発掘の結果、現在の水田の地割か、比較的当時の屋敷割を保存していると考えられたことから

明治 9年の地籍図、航空写真 (PL. 2)、地形図等や山裾に残る土塁の残存部等から復原し

たのか第 7図である 。

これによると、道路の西に少なくとも 11区画(Wl~W11)、東側に 8区画 (El~EQ以上を認

めることかできる。間口は、おおよそ 2種頷か推定され、 Aは新馬場と同じ約24~25間のもの、

Bは、約17間のものであり、西側は両者か混在しており、東側は Bのみのようである 。参考まで

に面積を概算したのか次の表である。

また、その備考欄に、 「一乗谷古絵図」や字名、通称より推定した屋敷名をつけた。

表ー 1

区画 間ロ 面栢m’ 区画 間口 面栢m'

W1 B 
1540m' 

斉藤 WII A 
2280m' 

(465坪） (691坪）

W2 B 
1300 

w]2 A 
1450 

(394) (439) 

w3 B 
1480 

El B 
990 

）カ rl1I原(449) (300) 

W4 B 
2100 

E2 B 
1050 

(636) (318) 

W5 B 
1900 

E3 B 
960 

(576) (291) 

W6 A 
2550 

新馬場 E. B 
760 

(773) (230) 
1250 ンヨ ー ゲ ドン

860 
w7 B (379) 

鍔淵将監 E5 B (261) ）オコヤシタ
力平井

W8 B 
1290 

）力朝介三吾
E6 B 

725 
(391) (220) 

W, B 
1200 

E7 B 
720 

(397) (218) 

W10 ？ 
1000 

河合安芸守 E8 B 
765 

(403) (232) 

この表を見ると最も広いのかw6新馬場で約 773坪、最も狭いのか、 Eば約 218坪である 。

また道路の束側の E列はその屋敷割から狭く 200坪から 300坪に躾中している 。一方、西側の

w列では、 300-400坪に集中するグループとそれ以上のものとに分けられる 。この場合、同し

グループ内での小異は屋敷割の方法によるとしても、およそ 3段階になる面積のランクつけの

もつ意味は何なのであろうか。特に道路をはさんで東西の差は大きい。

ちなみに、本館は、 6510m'（約1973坪）、中の御殿は1930m'（約 585坪）、湯殿跡は1530m'

（約464坪）、新御殿3850m'（約1167坪）である 。湯殿跡を除けば、いずれも飛躍的に大きく、

別格であることを示している 。この中で、 w6新馬場は、朝倉ー放の館と考えられる中の御殿

よりも広く、面栢の上では、かなり上位にあたる。 しかしなから、その第III期において、 屋敷

か廃絶されたことを考えると、単に広さからだけでは、割り切れない部分か多い。今後、こ うし

た屋敷地の配分、広さ及び位沼、構成等を今後の発掘の成果をま って有機的に名えてみたい。
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発掘された逍物

第10次、 11次調査の結果採見された追物は、陶磁器穎、土帥竹の皿、土釜、瓦賀の陶器等の

焼物と、銅銭、鉄釘等の金／萬製品、火炉、硯等の石製品てあり、全体に逍物の保存か悪〈、贔

も少ない。以下、各々についてその概要を述へる。

越前焼 第 8図 1~ 5

出土した越前焼は、甕、壺，浅鉢、揺鉢、火桶等て、中でも壺、浅鉢、揺鉢か特に多かった。

甕は大形のものと小形のものかあり、前者にはヘラ書きの記号とスタンプによる「本」印か屑

につ〈 。時期的には、 15C後半から16Cにかけてのものと、 16C後半のものとに分けられ、

後者か圧倒的に多い。

壺は、お油焦壺と呼はれる店口の小壺も含めて、7類に区分されるか、第8図 1は、その中

ても最も一般的なものてある。口縁直下とつけ根に凹線をもつのか特徴て、府はなて肩で胴に

最大径をもち、大き目の底部につなかる。肩にヘラ書きの記号をもつ例もある。

浅鉢は約 5知程か認められるか、第 8図 4か最も多い。大ぎい底部から口縁へ直線的に開き、

ロ唇は平坦に切られ、直下に 1本の沈線かまわる 。口縁の 1部に指によ って作られた簡単な片

ロをも つ例か多い。櫛状工具に よる同心弧とヘラ書きの記号をもつ。口径は31.5cmを計るか、

1尺を紅識して製作されている。 3のように付高台と明瞭な片口をもつ浅鉢か少量あ リ、 15C 

後半のものなのてあろう 。

第8図 5は最も一般的な拙鉢て、直線的ないし、少し開いた胴をもち、内に傾斜して切られ

た口緑をもつ。その伯下にはヘラによ って引かれた沈線又は段を有す。揺目は櫛書きて 7~ 9 

本か多く、上て少しすつ間をおいて引かれる 。口径には 1尺以上のものと、 6~ 8寸のものと

かあり 、5は後者に／函す。

土師質土器 第 9図 8~33 第10図34、35

土帥質土器には、いわゆるカワラケと呼はれる1lllと、直径 2cm未満の土鈴、羽釜等かある 。

土師質皿 その竹怜形、），K本的な舷形技；人等の分類により 、A~ G類に分けられる。B類は、

粘土をせんへい状にしたものから、手つく ね又は、曲けた肘に押しあてて刑収りしたままのも

の。前者のB類に、内I(IIに親指、口緑外l面に人弟指をあて、時計回りにナテ回し、そのまま外

に抜いたものかC類、 1打者の B類のギ田に作った見込をヨコナデし、その後、内I(Il見込屈折部

まてを親指、外面口緑部を人丼指てはさみ時計方向のナテ回しをしたものを D類とする。C類

にさらに底災から指叫て突きこふを入れたものを A類、見込にヘラを斜にあて回転炉形したも

のを F類、化粧土をかけた浅い上1lllとつまみをも った受け皿とから成るものを E}（lとする。 E

類は時期的に新しし、と名えられる。

ロ緑全固の％以上の破片について、分類し、‘火数とその比弁＇を小すと次のようてある 。また

各類の法晶をホしたのか挿図 3て、大文字はタール1良のあるもの、小文字はなしヽものをホす。
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A類 B類 c類 01類 D2類 E類 F類 計

5 ， 144 53 15 1 2 229個
新馬場

2.18 3.93 62.88 23.14 6.55 0.43 0.87 (%) 

6 15 161 64 ， 3 
゜
258個

本 館
2.32 5.81 62.40 24.80 3.48 1.16 

゜
(%) 

以上の観察によれば、A、B、E、F類は少なく、使用の度合いも低く、 ロ縁の 1部にわず

かにタール痕を残す。 ロ径からは、 このA、 B、 F類か 2寸用として作られたと考えられる。

c類は法鼠図から 6cmを中心とするら類と 9cmを中心とするら類とに分れ、各々 2寸用、 3寸

用として作られている 。ら類の構成比は約60％て、 この中半数かタール狼をもち、その器体か

見えない程付着している例も多く 、恥類 と共に灯明JIIlの中心をなす。 D類は、 14cm以上の森料

か極端に少なく 、

向で、
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高
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illl、酒坪、盛Jl1l等に、 D2類は酒杯、盛JIil的に用いられたらしい。

土釜 第10図34、35 土師質の羽釜て枯士帯 3~ 4段の梢上後、手づくねで整形、羽を貼りつ

けている。口径は比較的小さく 10cm前後のも のか多い。数は少ないか、一乗谷ては各地点で必

す出土する逍物てある。

瀬戸焼、美濃焼 P L.8 第10図36~41

天目茶碗は法最の上か ら口径 8~ 9cmのものと ll-13cmのものとがあり、図示したのはいす

れも後者てある。器形はいわゆる 「天目形」で、口縁のくびれか強い。釉は古瀬戸釉と呼ばれ

る鉄釉て、まれには灰釉のものかある。邸台は削高台で、つけ根にもヘラ削りの段をもつ。高

台内は丸く削るもの (36)と平坦に削るもの (37、38) とかあり、高台畳付には 3つの目跡を

残すのか普通てある。瀬戸、美濃製品の中では贔的に多いものてある。鉄釉を施した製品では、

他に舟徳利形の壺 (39)をはしめ、 茶入、合子、小皿等かあるか、いすれも小破片であった。

灰釉を施した製品には、碗、香炉、鉢、卸Jl1l、片口の鉢、瓶子、皿等か出土している。碗に

は線刻の細い北弁文をもつ例や無文の例かあるか、これらは第11図42、44のような青磁碗の写

である。いすれも裔台内により土の跡を残す。香炉（第10図40)は、東隣屋敷より出土した例

て、口径9.5cm、器高6.()cm。粘土を貼りつけて 3足とし、胴には 3本の沈線をもつ。全体に灰

釉かかけてあるか、火を受けている。本例は一乗谷で最も多い香炉であり、碗同様に青磁香炉

の写てある。41は灰釉の端反皿で、灰釉製品の中ては最も多く、見込に菊花やカタバミの印花

をもつ例もある。卸皿は浅い開いた皿の見込にヘラを用いて、縦横に卸目を入れたもので、ロ

辺付近だけ灰釉をかける。片口をもつ鉢の糾l1111.もある。

中国製陶磁器

青磁製品 P L.9 第11図42~47

碗は、連弁文をもつものを I類、無文のものをII類とした。 I類中、浮彫の連弁をもつのか

9点、線刻の剣先形の蓮弁をも つもの (42、43)か47点ある。II類には、直口で口唇直下に沈

線をもつもの 5、1ば、もたないもの 5点、端反て外面青磁釉、内面白磁釉で、口縁下に染付の単

線をもつもの 1点かある。さらに底部だけの破片か 9点あり、見込に印花文をもつ。高台内は

中心を残して）しく釉かふかれており 、その部分に荒い砂質のより土の跡を残す。骨付にも釉か

かかる。

皿は 3類に分かれる。 I類は、輪花皿で碁笥底をもつ。 破片から推定すると 5弁と思われ、

砂敷の跡をも つ。 16点を認める。II類は稜花皿で、 46他17点を認める。口縁はゆる＜外反し、

稜をなす。見込か広く、腰の稜か特徴。内面には口縁に沿ってヘラ切り の条線や渦文をもち、

見込に印花をもつ例もある。III類は菊花皿で2点を認める。これにはゆる＜内湾する丸い花弁

をもつ例と、ヘラによ って口縁を切り、沈線て粗略な花弁を引いた例 (47)とかある。一般に

は前者か多く、 「天下太平」等の染付の銘をもつものもある。
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白磁製品 第11図48~50

白磁製品の主なものは小形のJIIlで、 48~50にあげた 3種と碁笥底の器形かある。48の端反の

皿か最も多く、口径は11~12cmに集中する。全体に粗略な作りで、釉調も半ツヤ消状の灰色に

近いものが多い。49は高台脇に段をもたずに外反して口縁につづ く皿で、内湾する50と共に比

較的少ない。

染付製品 P L.8、9 第11図51

染付には、碗、 皿、鉢等かあり、中でも前 2者か多い。染付碗では口縁部外面に波文帯、胴

にバショウ文のくずれたもの、見込に花弁の尖った花文をもつ例か10点認められる。口径と器

高か 2: 1に近く、標準的な比率らしい。同じ器形の碗で、外面に飛馬と雲文を 3単位配し、

見込にも同じ雲文をもつ例 (51)かあり、閥台内には、くすれた箪て 「万福牧同」の銘をもつ。

この碗は 「新馬場」の井戸 (SE292)と、 「ショーゲドン」の暗渠 (SZ 270)から各々 l

個体ずつ出土している。新馬場からは、この他にも端反で外面に唐草文、見込に大きく、 「福」

を書いた例もある。この碗の割れ口には、漆て接箔した痕跡かみられる。

染付皿には、碁笥底をもち、弱く内湾気味の口縁をもつ皿と、高台をもつ端反の小皿とか顕

著である。前者は、口縁部に波文帯又は、そのくすれた列点文帯をもち、胴部にはハシ ョウ文

のくすれた文様をもつ。後者は、 外面に宝相華唐草文をめ〈らし 、見込には、意匠化された花

文をもつ。これらはいすれも 10-12cmの小皿で、少し大きい端反皿では、見込に獅子文をもつ

例かある。

染付製品のこうした特徴をみると、これらか、陳柏泉1973等に言われる中国明代漉靖期の景

徳鎮系の民窯の製品と推定され、当時、日本や南方に大量に輸出された品々であると考えられ

る。

緑褐色釉壺第 8図7

口径11.5cm、底径11.5cm、復原高約32cmで、底は丸くあかっている。 3cm程の低い頸はゆる

く立ち、折り返された口縁はヘラで面取 りされている。首から屑にかけて、 一段の段をもち、

ナデ肩である。内面にはriJ1. 2cmのロクロ痕を明瞭に残し、反時計回に回転している。全体に

緑褐色の釉か流しかけされてお ＇）、 ムラか多い。腰から下は露胎と思われる。耳の有無は不明。

いわゆるルソン壺系の「底入」と呼ばれる葉茶壺と推定される。

金属製品 P L.8、10 挿図 4

金屈製品で最も多いのは鉄釘やかすかいといった建築用の材料であり、中でも釘力、多い。鉄

釘はいわゆる「和釘」と呼ばれる鍛造のもので、身は断面か4角形、叫部は扁平にたたいた後

に曲けられている。錆による腐食が激しく、原形をとどめないか、およそ 5-6 cmのものか多

い。56は壺金で、全長 5cm, 頭部巾2.5cm、内径1.6cmである。厚さ 0,3cmの鉄片を 2つ折りに

して作られている。53は餞頭金具で、かさは銅製、釘は鉄製である。いすれも火を受けている。
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挿図 4 新馬場出土の金属製品

直径5.7cm、恥さ 1.6cmて、厚さ0.1cmの合ln]板をたたいて作られてしヽる。釘は珀を丸く作り、断面

も上半は丸 〈、下半は 4角で、専用に竹られたものたろう 。

鍵 (52)は鉄製て、鍛造てある。本館の井戸内か ら出土した 5本の鍵の 2本か、U字形の先

端をも つか、本例 もU字形をなす。全Ld9.5cm、先瑞l|ll,Ocm。

鉄鍋 (54)は鋳造て、棒状の 3足をもつ。破片のため耳の有無は不明てある。腰て屈折して、

底部か広く作られている。同しような鉄鍋かもう 1点出土している。

五徳 (55)は鋳造て、断I(Il3角形の 3脚をもつ。先端の爪はゆる＜内傾し、脚間は14.3cmを

計る。基部の輪は直径18.5cmてある。

金銅製盤 (PL.8)は底径13.0cm、残高 3.5cmの銅製の盤て、口緑を折っている。この部分

には細か く‘ぷ文か鋳出してある。強い火を受けて部分的に触けて歪んている。

鉄鏃 (57)は、全体を丸く整え、先端をのみ先形に合わせた珀部をもつ、いわゆる 「のみ根」

にあたるもの。茎は断面 0.4cm X O.4cmの先細り の角枠て 3.4cmを計る。のかつきから計ると

矢柄は直径 0.8cmと推定される。

挿図 4の中、 56と57を除くものは、いすれも lll期の井戸 (SE 292)の底部より出土した一

括沿物てある。
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石製品

石製品の中ては、福井て採れる 火山礫凝灰岩を材料とした製品か多〈 、建築材から日常雑器

に至るまてその用途は広範である。

火炉 どの地点からも数多〈出土する行火の 1種て越蔀ては「ハンドコ」と呼ばれている。半

面形から 2種類に分けられる。平面 D字形てその直線部に 5~ 6窓を切ったものと、平面0字

形て、その 1方の長側面に窓を切ったもの、又は、蓋に窓をもつもの等かある。前者は、窓を

もつ辺の長さか20cm程度のものか多く、後者は長径23-24cmのものか多い。深さは共に15cm前

後である。

鉢 内面のみを整形したこね鉢のようなものと 、全体にていねいな作りて、4足又は 3足をも

つ盤状のものかある。後者には、平面形か長四角のもの、柘円のもの、円形のもの等かあり 、

縁先に澁かれた盆栽用の鉢と考えられる。

井戸枠 挿図 5、6 火山礫凝灰岩製て、4枚の

側をはぞで組むように作られている。全体の形は、

角材の井桁にii![j板をつけた木製のものを万してお

リ、一来谷では多くの井戸に用いられている 。高

さは 2尺に近いものか籾洲・て、長さは 、井戸の山

径に近似する。

火山礫凝灰岩以外の製品ては硯、 茶臼等かあけ

られる。これらは皆、特殊な用迩のために 、製品

として完成した品々かもたらされている。特に硯

は質重てあったらしく 、欠けた縁を漆て接沿した

例 も認められる。

挿図 5 .... 

井戸枠復原図

挿図 6 ► 

新馬場出土井戸枠
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第12次発掘調杏 （石田利夫宅現状変更地）

第12次調介は、輻井市城戸の内町字瓜店lj流13-34-1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 35の家屋新築に伴なう

現 1人変更申訥地の事,iり調介で、調査面柏は約 108m.， てある。昭和49年 7月8日から 7月12日の

4日間調介を行った。

当現状変更地は、瓜割泊水の北西20m本館外郭より北束 200mの地点である。

発掘された逍構 PL. 11 第12図

検出した主な逍構は、礎石建物 1、小砂利敷面 l、桶 3等てある。

礎石建物 (SB360) 発掘区のはは中央北束にのひる礎石列か検出され、それに伴なう、数

個の礎石も検出した。発掘面柏か狭いため、北側か、は っきりしないか、南北 8m (4.5間）X 

9 m (5間）を測る 。使用されている礎石は、小ふりてある 。SB360内には、小砂利か、不

規則に散らばっているか、はっぎりとした石敷にはならない。北隅には石敷かある。礎石建物

SB 360内に1采さ約60cm直径約 1m程のピ／卜内に桶か 2個検出された。ピ／卜内の桶は、残

りか良く、出土状況から新しい時代のものと推定された。 SK364には、桶はなかったか同様

のものである 。

その他、石列 SX 361に北を限られるような状態で、小砂利敷 SX 362か検出された。

出土した沿物は大部分か細片であ ったか、これまで調査されて来た所から出土した迅物と変

らない。

第14次発掘調査 （浄覚寺防火用水）現状変更

第14次調査は、輻井市城戸の内町庄角23-1の防火用水建設に伴なう現状変更地の事前調介

て、調査面柏42m'である 。昭和50年10月22日から10月28日の 6日間調杏を行った。

当現状変更地は瓜割清水の北東70m、本館外郭より 250mの地点である 。

発掘された遺構 PL. 11 第12図

発掘区のはは中央て、東西にのひる石組溝 (SD 378) を検出した。この石組溝は、発掘区

束端てとしており西に流れていたものてある。長 さ5m巾30cm深さ25cmを測る 。

発掘区北西間で井戸 (SE 379) を検出した。この井戸は、上面かくすれていたのと出水か

はけしか ったので、底まで掘り下けていない。上端の直径は約 1.2mてある 。この井戸と、石

組溝SD378の間で石敷(SX 380)を検出した。小児頭大で衣面の平な石を敷きつめたもので

ある 。この石放は、井戸と石組溝に伴なうものてある 。なお SD378より北側は砂利まじりの

しっかりした逍構面であ った。発掘区南端て礎石ら しい石か 2佃検出され、そのうち東側の石

には杜をたてる位留を示す十字の線刻か施されていた。規松は全く不明である 。
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第13次発掘調査 （通称中の御殿跡）

昭和47年度の第 4次調介ては、南半分たけの調査のうえに、後世の削平 も著 し〈、十分ては

なかったか、中の御殿は朝倉氏ー放の岸敷跡と名えるのか妥当てあること、 3期にわた って造

営およひ建直 しされていること等か判明した。今回の調ftは、中の御殿の全容を明らかにする

ことと、中の御殿跡と湯殿跡を1柏てている空隊を調介し、その連絡路を検出することに主lllしをお

いた。調森血柏は約 2,250mて 、昭和49年 8月11日より昭和50年 3月24日よて調介を行った。

発掘された逍構 PL. 12、13、14、15 第13、14、15図

今回の調在で検出した主な迅構は、前回の調介に連なる追構も 含めて、 土畠 l、空濠 2、礎

石建物 l、石組溝 8、石組水淵 l、石JIJ.1である。辿構の残存状況は前回の調介同様、 土凰裾

付近ては比較的良好てあ ったか、中央部や北空ぷ SD366付近ては後柑の削半かはなはたしく

逍構の規位や竹格は不明な部分か多かった。

土塁 (SA201) 中の御殿の東を限る土塁で 3段よりなる。全長約42mのうち、残り北半分

22mを発掘した。北半分の土以卜段の巾は最大て 4.7mて、平均 3.5mてある。最大巾は北端

近くにある。I［りさは土塁），し底部から上段まで8.2m、中段まて 5.8m、下段まで 3.4mを測る。

上段及び中段は北側に向って傾斜しており、下段は土塁登 り口に連な っている。

j一塁中央部では、中段と下段は地山を削り出して造っているか、上段は盛土によ って榮成さ

れている。 しかし、北嬬から 3m程まては、地山か下っていて下段中利から1盛士で築かれてい

る。盛土部の崩れを防せくため土塁北端部には石担か築かれている。この石坦は半分以上崩壊

しているか推定復原すると、北面て高さ 3m、長さは力し底部で 9.2m、上端て 5.2m、西面で

高さ 3.5m艮さ 5.5mになる 。東l旬は発掘していないか、 7mはのびているようである。

また、土塁西面の石坦南端部と、 j辛jから続いて米た上段内側裾部の石J:1(北瑞部は50cm程すれ

ており、さらに、西而石坦の南端基底部は、土塁上段裾部より 2石分下方へ入り込んでいる。

中段は北隅の所て中の御殿半坦面まて斜めに下りて米ており、このスロープか、中の御殿か

ら中段へ翌るための登 り口たったと考えられるか、石はらし きものは検出できす、あるいは斜

血のままの登 り口たったかもしれない。

土塁中段の南半には掘立杵穴列 (SA 217)かあ ったか、北半分では注怠して調査したにも

かかわらす、何も検出でぎなかった。

空濠 (SD 218) S A 201の束側に掘られた空濠で、湯殿跡と中の御殿跡を隔てる空濠 SD

366に接続する。巾約 5m、深さ 3mのV字状の空濠てある 。 SD 366に接続する北端部と南

中和の一部たけの発掘ではあるか、 全体としては素掘である。しかし、 土塁北端と束岸盛土部

こは石垣を築いていたらしい。 SD366に接続する所は、 SD 218か浅くて約 1mの段かつく 。
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石組溝 (SD320) SD 204、SD 205、に続く南北溝で、束土塁樹を北に流れて北空深 S

0366にそそ〈。SD320の南端 (SD 205と接合する所）に lmX0.7m、深さ 0.5m程の石

紐水溜 (SF 369)かある 。この四関には」・」(llか半な礎石のような石か使用されている 。S

D 320とSD205にSD204か同刑に取り付し、ているか、 11り［国の調査て」’lj明しているように、

土塁 SA201の一郎か崩れたあと、 SD205を壊して埋め、 SD 205に使用されていた石を S

D 204の新しく辿った部分の西側たけに転用したものてある 。

石組溝 (SD 206) 南端部は前回の調介て検出されていた SD 206は庭I糾の池 SC212から

北へ流れ出て、北よリの所て束に1柑ってSD 320にそそく石組溝てある 。この石組溝は礎石建

物 SB208の下府て検出された。土塁中央部―ドはか崩壊した時、 SD206、SD207、SD 205 

か同時に坪め られ、 SB208か込営されたものと名える 。

石組溝 (SD 372) 一部しか残存していない南北11組溝て礎石建物SB 208に什う付訂各溝と

名えられる 。 巾30cm、深さ30cm、残存長 4.5mを測る 。

瑛石建物 (SB208) 束土凰樹にそ って中央より北側に建てられた南北15m (8間）X束西

4.7m (2.5間）の礎11建物てある。桁行h向は南北て杜間寸法は 1.875m (6.19尺）と推定さ

れる 。本館の主殿 (6.25尺）や会所 (6.2尺）の杵間よりも小さい。北半分は礎石の抜き取り

跡も不明な部分か多い。西南間て廊状建物 SB210に接続し、 SB 208の西側庇は南に延び

廊状建物SB210となる 。 しかし、桁行方向のfj間、J'法は SB208か6.19尺に対して、SB210 

は 190cm(6. 27尺）あり、ほぱ l寸の差かある 。

SB 208は、前辿のようにわ組溝SD 371を埋立てて造営されたものてある 。 SB 208は中

の御殿て規校力、判明したII仕ーの建物てあるか、他の建物か全くと 言っ ていい利不明なため竹格

については推定しかたし‘。

石敷遺構 (SX 377) 中の御殿中央よリ やや北に位沿'.する石州如1人逍構てある。北側の束西に

ならんてしヽる小れ群は放石らしいか、南北列の一部の石は心識的に立てられている 。またこの

付近は他所に比して多州の1天か検出され、越伯焼知力、多く出」．した。

石組溝 (SD 373、SD374) 中の御殿曲北闊近〈てiii北に流れ(SD 373)、四にIIIIって西

北隅に流れ出る (SD 374)石組溝てある 。SD 373は践リカ弓也くり友什に12.5 mのところイ1糾は約

5 m分しか残ってしヽ なし‘。S0374も銭リカ、他、く、溝1llll石 ';ilはもともと 2j支にな って しヽ たか、東

半は崩れてしま っていた。S0374は西側に1(,Jって急にft[l叶しておリ、 S0373と接する付近ては

深さ30cm、ljJ40crnてあるのに対して 、1/L！出「l付近ては深さ50m、1[J50国にな ってしヽ る 。

石組溝 (SD375、SD376) 中の御殿西北隅を南北に流れて SD374にそそ〈イ情ll溝てあ

る。 SD375は溝巾30cm、深 さ30cm、残什に 8.5111を訓る 。 もともと南に貞伯〈にのひてしヽた

か、ある時期に北端から 5.7mの所てカキの手に西にIIIIけられ、さらに南にのひるようにな っ

た (S D 376)。 これらの S0373-S 0376まての石糾溝に間まれた部分には、建物か一棟建

- 16 -



っていたと推定され、これらの石組溝は、この建物のI：甘落溝たったのたろう 。

石垣 (SV 368) もと中の御殿と新御殿とを限っていた石垣てある。これかある時期に埋め

られ、中の御殿か西側へ北隅で6m （南側は不明）和［広けられた。石垣といっても人叫大の石

を乱雑に栢み上けたたけのような造り方である。盛土をして中の御殿を造成した部分たけに石

垣か築かれている。石垣の規模は巾か上端で 3.5m、裾て 1.5m、高さは 6mを測る。

S V 368の南への続きを確認するために 、3ヶ所深さ 1.2mのトレンチを人れたか、北西開

の石垣ほど明確な石垣はなく、自然石に少し手を加えたような状態であ った。

なお、 SD374-S0376は石垣か埋められ盛土して西側に拡りigされた後に造られたものてあ

り、 SD373も、 SD374らと一連の溝であるから拡張後であろう 。

空濠 (SD366) 孝景船所下付近から観音山の西裾を廻り、中の御殿と湯殿跡の間を通リ本

館南側濠 (SD110)に続く空濠である。今回は中の御殿に接する部分約50mを発掘した。i蒙

の底はかなりの斜面にな っているため、 三段に掘られている 。規校は西端て巾15m、中の御殿

からの深さは 6m、東土塁裾で巾10.5m、深さ 2mてある 。これより束側は観音山か南へせリ

出しているため巾 7.5mと狭くなっている。

湯殿跡側は角礫凝灰岩系の割石で石垣を柏みあけているか、中の御殿側はそれらしきも のか

なく、わすかに 4石程残っている石と、 二次的にころけ洛ちた状態て出土 した 30数個の石か

あるいは北空ぷ側の一部石坦であ ったのてはないかと推察させる程度てある。

なお、湯殿と中の御殿とを辿絡する施設かあ ったか否かは今回の調査では検出てきなかった。

また、束土塁付近の造営時期については前回の通りてあるか、それと 、SV 368か埋められ

て中の御殿か西に拡，；Kされた時期の関係については全 く不明てある。

発掘された逍物

出土した迅物には中国製の青磁、白磁、瀬戸、美濃の焼物、越飢焼、瓦質土器、土師質土樅

鉄製品、石製品かある。

辿構の西北告近くか大きく削平されており 、出土 した逍物は姑としてはあま＇）多〈ないか、

舶載の磁器類か'ji;ij合多く、中には役品も含まれている。なお第 4次調介で出土 した迅物もあわ

せて報告する 。

中国製磁器

青磁碗 底部や破片たけなので碗と鉢の区別かつかない場合か多い。従って麻台径か 5.5cmよ

り小さいものを碗とした。

PL.17-125は裔台か小さ く、外に大きく開く器形て、柚は青白色、薄手で作＇）もよい 。釉は

全体にむらなくかかっており 、悩付たけ削り取ってある。高さ、口径は不明たか、本館出土の

類品では、それぞれ6.7cm、14.6cmてある。1点のみ出土 している。宋代から冗代に龍泉窯て製
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作されたものてあろう 。

第16図ー64は粗厚な底部を有し 、腰から上はやや薄い。釉調はくすんた緑て、高台内たけ蒻胎で

ある 。胎土は柑＜灰色て、 I •分磁器化していない 。 見込みには花央に「大」 字のある土弁の印

1しかある (PL.17-126)。)閑手だか作り焼成もよく 、ややくすんた緑色の釉調で、高台内たけ

如1合て、爪ね焼きの批かあり、見込みには印花かある (PL.17-128)。

錢碗 f1'叫碗の釉調は全体にオリーフかかったにふい緑のものか多い。I1間の刑から 4つに分知で

きる 。A知、辿弁自体はやや不明確たか、辿弁の中央か高くな っており鉛本米の形を残してい

る。B知、辿弁を別々には っきりと描いてある 。やや孔り手て作りもかなりよい (PL-17-127)。

c知、辿弁は口糸ぷ下に一条の成線を入れ、その下に刻線を入れたものである。ややl厚手てある

D煩、辿弁は、縦の線刻てあらわすたけにな っている 。

鉢 恥台部たけの破片はかりてあるか、やや孔り手て作り柚調もよく見込みに古f‘（・庁冷）の押印か

あって、砂台内は鉗胎て爪ね焼きの社〈かあるもの 、、9『Il翡台風にな っているもの(PL.17-131)、

印ょ焼きて見込みか蒻胎にな っているもの(PL.17-'132)等かある。

青磁皿 大別して 5帥知のJIil力叶1,1::i．している。 A、ややl昂手て、口緑は大きく外反する 。釉は

匝〈、ややくすんた緑色をしている。斗：地は灰色をしている 。口径は13cmを測る（第16図ー65)。

B、IfクはAに似ているかやや孔りTてある 。柚はやや厚く ・1りみかか った緑色で、索地は白色てあ

る(PL.17-135)。C、lり手て、口緑部か体部中利から大きく外反する稜化皿てある 。稜化は一

度許辿の LI料を作った後てヘラて丸く削り取って作っている 。 2個体出土している 。口径は11

LInをJIIjる （第16図ー66)。 D、口径12cm利の小1111て、釉は 1IIしヽ粉かふしヽたように青く、 ii,i『て

つくりはややl万がてある 。LI緑部は端／又リて、口端部は茶褐色に鉄かげいている 。E、Dとは

は同様な込りと柚調て、口緑部か少し内湾してしヽる (PL. l 7 -136)。

菊皿 次の 4f9[，tれの約ll[lか出土した。A、緑かかったit1i占い釉調て、l」径か11.5cm内外、化弁

のIPhil cm内外てある 。釉は全体にかか っており、外付は施柚後に削り洛してあり、砂翡台にな

っている。系地は、はとんと白色てある （第16図ー67)。B、わすかに占みのある緑て細かい気

池のある釉調てある 。大きさその他の．I,＇．＇、も Aにははl,iJしてある。高台内か白磁柚にな っている

．点たけか異なる （第161メ1-68)。C、やや緑かか った占し、f1l1調て、輪化のIPi1,'か 2.5cmと大きく 、

h弁らしい。底部は林笥I氏にな ってしヽ る 。外付たけ柏を削リ取ってある (PL.17-142)。D、半

心IJjて褐色の強い緑色をした柚て、小さい貰入か入っている 。本地も鉄分の多い灰掲色てある 。

一度）Lしヽ小llllを竹・った後に、ヘラて小さい輪礼を刻み込んてし‘る (PL.17-138)。D類たけか、

胎 I.、作り、焼成等か他の形式と異なる 。

青磁植木鉢 P L-16-1、第16図ー69は口径15.5cm高さ 12.5cmの千烏手香炉の形をした植木

鉢て、口緑径ガ底部よリわすかに大きい。｛本部に二条の凸幣かあり 、その間に三本の符木；1人の

凸常力、8単位入る 。底には径 1.2cm利の＇／9(かあしヽ ておリ、内底に鯉の印刻かある 。緑かか って
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しヽるか、砧肖磁に近しヽ釉か］旱くかかっており、 1)..j外の底部たけ]怜ll合てある 。 Iり磁柏木鉢には 、

闇や石，州等か柏えられていたのてあろう 。

その他、火を受けて焼けたたれてしヽるか、創叫磁の行LI化’I.(P L.17-139)、T，り手否{JI 

(PL.17-141)、内に出化を竹・リつけた合 ((PL. l 7 -140)^かも出 1．．し てしヽる。

染付碗 細）＼力、多く器形 、絵とも全体か1•Il るのは少なしヽか、本 fiiii1 '， 1のものから 4{i'心復 1恥した 。

ふ(6個体）やや礼り手て、II嬰部から丸く立ちあかる料形てある 。文様は占みの強い白/i絃に発色のあ

まりよくない奥須てi贔かれて しヽる。U緑部近くに札乍1人にくすiした，店化文か入リ 、その下にも，’，’I

化文か人る 。内側は II緑部下に1~2条のf苅線か人る(PL.18-143・145)。A2、やや礼り手て、少し

竹みをおひた灰色の白地に発色の悪い屈須て文様力寸Wiかれている 。兄込みに 1．位の月と柏物文

か拙かれ、外側口緑―ドに幣状に I'，'［花文か、その下にもJ’;［花文力寸伽かれてしヽる 。文様構成かA1と似

ており、抽かれた文様たけか異なるのてあろう 。 B(4 ~ 5 fli,lf本）、1{り丁て、はとんと貞白か、

わすかに内みかかった白磁て、I人11IIIll」緑下の 2条の柚線内に格 j’;1人の文様を入れている(PL.18 

-146)。Bには外側に賠花文か入ったものと 、ないもの、 11緑部か丸くおさま ったものと 、やや端

反りにな ったものかある 。また、外側口緑 卜.に柚線の入ったものもある 。C(4 - 5個体）、白色

に近いものから内みの強い 白磁まてあり、外il!llよりも 内側の力か占みか強いようてある 。文様

は口緑部近くの内外と高台脇に 1本すつ柚線を入れたたけてある (PL.18-147)。0(1個休）、

やや厄手て鉢に近い器形てある 。1『みの強い 白磁に 、発色のよい只泊てll丹店い文力寸贔かれてい

る。高台脇にはくすれた辿弁文か回リ、見込みにも箪花文かれ’,＼かiしていたようてある(PL.18-

148)。その他、外側か網目にな ったもの。想像 1̂．の動物を-t1'i11いたもの吟か出ゴ．してしヽ る。

鉢 相厚て、内みをおびた白磁に百枇色の閃須て、兄込みい っぱいに人きな菊化か杜'jかれてい

る。この菊花は玄堂手の鉢にi贔かれてしヽるものと極似しておリ、戦）＇1のため‘土の図柏はないか

同じ系列に入れてよいものてあろう(PL. 19-149)。明初期の民窯て焼かれたものと推＇巫される 。

小皿 A (10個体）、体部中札＇から大 きく外反する LI緑をイiする。孔り手て、少し占みをおひた白磁

て見込みには1T，1糾内に、 l・'i叶と文かなiした夕 ／チてi贔かれ、外側には1占い文かh',＼かれてし‘る 。

やや人小かあるか、 11径 9CIn内外て砂 さ2.3国内外である。l'，9:i台には爪焼した時の砂かついてし＼

る(PL.18-150)。B、Aとはとんと1IIjし器形てあるか、見込みは十字化文てはな〈、他の I',’,．化

文かh'{＼かれ、外111りも唐ぷ・i文てはなく 、ー1店化文のようてある 。

稜花皿 ！」緑部か大きく外反した稜化1111でf本部はヘラ削りによる稜をつけている 。文様は、ロ

緑部内側に 、輪を三本線て連続しておリ、外側に輪を連続している 。見込みにはふ化文か-t1'i'iか

れている 。

鰻頭心の小皿 (7イIM休）、器形は附門して針」ー））に立ちあかり、 U緑を丸くおさめる。底部

の料：付たけ無柚てある。底部内側の削りか悲＜ 、段にな ってくいちかっているものもある 。文

様は肖みかか った白磁に底；’｛|；近くの外側に1印皮文(PL.18-153)をめくらしているのか多い。
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その見込みには菊花や草花文か入っている。外側にアラビア文字をくすした文様か入ったもの

(P L.18-152)、見込みに『寿』 を図案化した文様か入ったもの等がある。

坪 径 6.7cm、高さ 3.5cm程の小さな端返りの坪である。外側に築の長い草花か描かれている C

高台内に 『大明年造』の銘かあるのか普通である(PL.18-154)。口縁部近くの内側の3条の横

線内に格子状の図柄か描かれているものもある。

その他、 壺の盈らしき破片も出土している （第14図ー78)。これらの染付の多くは景徳鎮系の

民窯て焼かれたものであろう 。

白磁皿 口径12cm前後、高さ3cm程の皿か多数出土している。釉調は灰色のものからクリーム色

をしたものまて様々である。やや広い高台を有し、体部のやや上で大きく外反する 。畳付たけ

釉か削り取られて鉗胎になっており、高台は砂高台である。(PL.15-70、第16図ー70・ 71)第

16図ー72は腰の部分は角ばっており、体部は斜上方に直線的に伸び、口緑部は外反する。

他に内面に印花を有し、乳白色の釉がかかった定窯の白磁と思われる破片も出土している。

菊皿 口径11cm前後、裔さ 3cm程で、高台内に『天下太平』の銘がある菊1IIl.も多く出土してい

る。辿弁は小さく浅くて内外壁の中程までである。指で壁面を凹凸にしてから口端部をヘラで

波状に切って作ったものてあろう 。釉調はやや青みかかった白か多く、口端にはやや厚くかか

っている。(PL.15-74、第16図ー73・ 74)。

:t不 第16図ー76は厚手で釉調も灰色かかっている。口径7.5cm高さ2.8cmを測る。見込みは、重

焼きのための円形の鉗胎部かあり、外面は高台と寺以下か露胎になっており 、ヘラ削りによる

稜かは っきりと残っている。第14図ー75は桜高台を有し体部かゆる〈内湾した皿で、口径 9.5cm

を測る。釉は乳白色で、胎土もやわらかい土で、磁器化していない。

赤絵碗 底部たけの破片である。 高台は粗厚な造りで、 丸味をもつ。 胎土は鉄分を多く含

んで、 灰色である。 釉調はやや緑かかっており、見込みに重図の中に花を赤で、菓を緑で

描き、焼き付けてある。外側底部近くには、赤い牡丹花のくすれた文様か 4単位描かれてい

る（第17図ー79)。

高麗茶碗 しっかりした高台から、はぱ直線的に斜上方に伸ひる。内側見込みは平らな部分か

なく、漏斗状になっている。高台内はは っきりした兜巾かなく、ヘラ削跡か渦巻状に残ってい

る。体部もヘラ削り跡の稜かある。儀付と見込みにトチ痕か残っており、向方のトチ痕の大き

さか一致するので、同し器形のものか重 焼きされたのであろう 。釉調は緑かかった暗灰色であ

る。胎土は黒＜、栢製されて細い （第17図ー80)。

これら中国から輸入された陶磁器類は、 一部の青磁碗、砧青磁の管耳花生等をのぞいて大部

分の青磁や染付の碗、鉢、 ill1類、 白磁の皿類は、 『裔雄観楓図屏風』にも描かれたり、草戸千

軒町辿跡で多醤に出土したり、日本各地の中世逍跡から必すといっていい程出土することが示

すように日常の喫茶や飲食に使用されたものであろう 。
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天目釉

天目茶碗 口径か12cm内外の普通の大きさのもの (12個体）と、口径 7cm内外の小形のものと

かある。小形の天目茶碗（第17図ー83・ 84 ・ 58)ではは っきりしないか、普通の大きさの天目

茶碗には、口縁下の返しか強く体部か直線的で高台内は丸く削ったものと （第17図ー81・ 82 

PL. 15-81)と、返しか弱く体部か張り全体に丸みをもち、高台内は平らに削ったものとかあ

る。釉調は黒褐色のものから茶褐色のものまである。底部近〈の森体部には渋釉かぬってある

高台に三つトチの跡かあるものもある。

小皿 径9.2cm、高さ2.3cmを測る小皿で、厚手である。内湾して立ちあか り、口緑は丸 くおさ

めている。底部は非笥底になっており、輪トチの跡かついている （第17図ー87)。

灰釉

碗 (4個体）薄緑色の灰釉か全体に施されているか、 高台内部はやや博い。口縁かやや外反

ぎみのもの(PL.18-155)と、ほは直立したものかある。高台は削り出し で厚くし っかリして

いる。高台内に輪トチの跡かある。

鍋手の碗 (1個体）（ PL.18-156)、連弁を線刻している。これらの碗は、青磁の与・・しである。

鉢 ややくすんだ薄緑の釉か、口緑から§まてかかっている。体部は大きく外に開き口緑部も

外反ぎみてある。口径15.5cmを測る。内側はほぱ平らに仕上けられているか、外側はロクロ目

か残っている。ロクロは右廻りである。

菊皿 青磁をまねたもので、 23弁の花弁を削り出している。やや原手で、見込みには叩く柚か

たまり、半透明の緑色をしている。高台内部には輪トチの跡かある。花弁か内側たけのものと

内外対応しているものとかある (PL. 15-159)。

小皿 底部から少し内湾しなから上方に立ちあかり、そのまま丸くおさめる口縁 （第17図ー90

P L.18-160)と、わすかに外反する口縁を有する ものかある 。内に 4弁の印花かあるもの、口径

か小さく、口緑部だけ施釉したもの等かある。高台は削り出 して、低く小さし、0

茶入 やや原手のいもの子形の茶入と推定される 。 i~lj. 黄緑色の釉か、上から廿あた りま てはぱ

水平にかかっている。内側も同 じ釉で、ロクロびきの指跡か残っている。底は糸切りである (P

L.18-91第18図ー91)。

その他、 竹磁干鳥手香炉のうつ しも出土している (PL.19-37)。

大形鉢 口緑部か水平に近く外反して、 盗かつくのであろうか、受部のような形にな っている。

口緑部の反 りかそのまま受部のようになっているものと、 一度はを作って受部のようになって

いるもの(PL.18-158)と二種類ある。釉は内外とも中程までかけられている。その他おろし

皿(PL.18-164)も出土している。

祖母懐の葉茶壺 頸部が内傾して立ちあかり、土造りの口緑かつく 。肩はつよく りKって、肩中
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利に 11か1)LHIhlつく 。｛本部はあま り）し くなく 、Iけのやや下った）リiて最大径となる 。やや内湾気味

に 1ご1)て行き 、I氏部近くにな って急にせはまる 。内1(!iは1氏部からhiまて、強くロクロ跡をのこ

している 。ll合・1はよく帖製されて細かく 、焼1人も艮<'，'柑II佑＇船は淡茶色を＇ 1'する 。釉は刷tで命り

つけてあリ 、均一てはな し、。おそらく湘戸て焼かiしたものてあろう(PL.16-92 第18図ー92)。

これらの鉄柚や灰柚陶器は美濃もしくは瀬戸て焼かれたものて、 /If;」は おろしllll．をのぞいて

1'1〈、しヽわゆるも〈さ 1．てある 。おろしJillは無柚のせし、か、 ll合」かg,［なり灰色て招く焼きしま

っている。

その他、iiiIIVi焼きと息われる水指も i1,1」一．している。底部径は20.5cmではは爪伯に立ち ｝．がる

恥さは不明たか、24国内外とす｛｛定される 。外堺は横ナ テを変化 させてi)如1人にな っている 。良く

焼 きしま ってお リ茶褐色を早する（ 第18図ー93)。

出士した瀬戸 ・美濃製掏器のほとんとは、中1rl製の 占磁や大目茶碗等をまねたものてあリ、

その使われ｝iも中[J-［製のものと変 りなか ったのてあろう 。

越前焼

出1:，： も多く、各器帥にわた っている 。SX 377付近に集中して出」したか表土かはとんど

なかったのて、 二次的に比められた 11f能竹かり恥 。ヽ

壺 A ( 5 イ1k|1本 ） しヽわゆるお的，＇ししふ；• て 、 1 '， ・り さは 1 5c町iり後である 。 珀部から 外反した口緑に J 『 I_1 か

つ〈のか一般的である。1けはあま リりKらす、hl部のやや下った1'斤て蚊大径になる 。1本部は内湾

気味に―fl)てしヽく 。1氏部はイ本部を途中で切断して作ったような印象を受ける。1日に二個I祈小 さ

な且か描に付く 。縦に付く場合もある 。粕部から l―l緑にかけては、それはと歴くなし、か、 1本部

！氏部は、 小 さい器形の内Ilに］以造り である。hiよリ卜の部分には縦のヘラ削り成形の跡か見られ

る。hiにはヘラかきの窯印かある。令1本によ〈焼きしま っている （第18図ー94)。

壺B (8個休）1'，・りさ23c-m1iり後の小邸の体・てある 。珀部は外反気味に立ちあかり、外側は 中程か

ふくらみIA味てある。hlはなたらかて、体部中央よりやや いこh文）＜径かある 。底部へはわずカ

に内沼丸林に下 リてし、き、底部かややしまったものと、大きめのものとかある。大きさの内l]に

器収は1'／し‘。11緑から 1,iにかけては横ナテ調i洛、 1本部以下はヘラi'iljり成形 されている。内部も

11緑から底部近くまで横ナテ調生知されている。hi部にヘラかき窯印かある （第18図ー95)。

壺C ( 2 個体 ）高 さ 23cm[1-.] 外の小邸の壺で、知くはは l( 1 —‘9,：する頻 部 で、それに続くなだらか

な／，」を布する 。1本部中央よりやや土て蚊大径となる。他の例からすると、わすかに内湾して底

部に下る。体部はヘラ削リ による成形かはどこされ、器i:IYはやや叩めてある（第18図ー96)。

壺D (］2~ 3個体 ）¢り さ40cm内外の中邸の壷てある 。I_1緑部は断I(IIか三角形をなすも の（第18

図ー98)から 、核を とって丸味をもたせた もの、 11端部を外側へ折り 1111けたたけのものまで弟か

ある（第18図ー97)。11'4は大きく，；Kり、他の＇ド例か ら1,lif［中利に 1)L1個の月を行するものかある。LI

緑部から頻部にかけては椛ナテ調杷、 内1(1jも1,;J様で、 hi部の粘土希1米日から下は、柚ナテ，Jt,j丸各を
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施していない。肩部から下は叩 きしめ成形している 。

壺 E 高さ40cm内外の中邸の壺て、口緑部は頸部から連続的に人 きく外反 し、口端部は丸い。

甕A ( 4 個体 ） 麻さ 50cm 内外て口 径の大きい中邸の岱tてある 。 断血三角の原 く知かい 1_1 緑を 1~•

し府は大きく'}Kリ、門に最大径かある 。口緑部は内血外而とも椛撫て調炉され、外面のfiiから

下は1l|1き成形てある 。底部近くはヘラ削り 成形して いる （第19図ー101)。

甕B 高さ41cm内外てやや外反して立ち上かった口緑の、内外に一条の横線か入る 。肩はなた

らかて、体部中程よ リやや上に最大径かある 。体部はやや内湾して、小さい底部か付く 。底に

は、話の編物をしいた跡かある 。口緑部と肩の内外面には横ナデ調整か施され、体部から下は

叩き成形され、底部近くはヘラ削り跡かみられる (PL. 16 -100)。

擢鉢 小さな底部から釘上方に 、はは直線的に間く 。口緑部は端を力 ／卜して稜をなすもの

（第19図ー102)、また力 ／卜した後をナテたものもある 。口緑内l(［ll{i下に凹線か入る 。底部から」．

ヘ 8条～12条の襦目かはは全 而に施されているもの、一つ間1柏て施したもの等かある 。器形に

大小かあ り、 口径40cm内外のものと 30cm内外の 2柿知かある 。戊鉢に揺目のついたもの （第19

図ー103)もある 。揺鉢は 、1~2の例をのぞいて全体に焼きかあまく淡い褐色をしており、長期間

使用のため底部近くの揺目か描りへっている例もある 。また臥的にも多く 27個体出土 している 。

鉢 口径32cm、高さ 15cmの深鉢て、底部から内湾しなから立ちあかり、口緑部近くて大きく内

湾する 。口端部は平らに内側に稜をなす(PL.16-104、第19図ー104)。揺鉢と同し器形てたた揺目

かないだけのものかあり、これには片口かつくものもある (3個体）。

浅鉢 (2個体）口径20.7cm、高さ6cmの浅鉢で、底部から内湾しなから立ちあかる 。厚手て、

内外面は椛ナテ調整され、赤褐色に焼きしま っている (PL. 16-105、第19図ー105)。

中の御殿跡から 出 ＿~I した越前焼は 、これま ての調介て一般的に 出土した器形のものはかりて

16C後半に位沼つけられる 。

土師質皿

土帥質l!JLははは全1(Ilにわた って出土しているか、土以下の流土中、 北空沿から多〈 出ゴ した。

中の御殿からは次の1)_L]秤類の他、耳l!JL、益か出土している 。

A類 （第19図 ー106・ 107)小形のD類の底部を下から指で突き」．．けたものである。小さい底部から

斜J.力にやや外反して、広かるように伸ひる 。内頂lと外lfIILl緑部近くに横ナテの跡かあり、外[(II

の横ナテにお されて口端部か、わすかに内湾ぎみである 。丁布に作られている。

B類 （第19図ー108-110）、いわゆる手すくね土器て、丸い粘土板の囲 りを手でもちあけた後、特

に調整を施し てない。従って口緑部、器li中は起伏に貨んている。底部から内湾して立ちあか っ

ている 。口径は 8cmfi'り後のもの力、多い。A類と共にk]Il)l lIIlに使用 したがくは 見あたらな し‘。

c類 （第 1 9図ー 111 ~ 113 ) 、丸みを持った底部から斜 1 •• 方に伸ひる 。 内 1fli 仝体と口緑部外側にナ

テ整形かなされている 。口端部は外側の横ナテ黙形か強いため、わすかに内湾もしくは特ちあか っ
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ている。やや厚手て、口径は 9cm前後に組中する。灯明Jillとして使用されたことを示す灯心痕

かあるものとないものかある。

D類 （第19図、 20図一114-117)平らて大きい底部から糾土方に外反きみに広かる。内面立ち

あかりと口緑部外面に描ナテて調整か施され、この柚ナテ整形か強いため底部と器壁の境に段

かつき、口緑部外面にも段かつくものか多い。灯心似かあるものとないものかあるか口径の大

きしヽものはど、灯心痕のない割合か高く、 16cmをこえるものには灯心痕か全くない。使用方法

か全く異なるのてあろう。他に耳血（第20図ー119)と土師質小壺、その菟（第20図ー118)高杯か出土

している。耳illlは円い粘土板の囲り をはぱ直立させて硲をつく り、さらに 2個所を強くつまん

でひしかしたものである。

中の御殿から出土する士帥質JIii．の各類の数：ti的比率は、 C • D Mlか圧例的に多いか本館、他

の武家足放跡に比較して B類の1,.ij合力沿iし‘。

石製品

石製品は、火炉 ・盤 ・茶口等か出土し、茶lク＿ 1をのそいてすへて火山礫凝灰岩製てある。盤は 4個

体出土しておリ、挿図 1は深さ 10.5cm ・「|129cm、上に開いている。1)ll閑には削出しの足かついて

おり 、表面にノミ般を残さない

はは同し深さで楕円形の盤も出

土している。これらの盤類は盆

故に使用され、緑側等に飾られ

たものであろう 。

挿図 7 石製盤

ヽ
＼ 

- ---J 

挿図 8

石製火炉の蓋 1
-
2
 

- 24 -



環境整備

昭和49年度は、請負事業で蛇谷地区1350m'、民家立退地1285面を芝りKなどで炉価し、休蓑緑

地を造成した。また昨年度発掘整備した館跡北側外濠に、館跡庭園を経由して給水するため、

蛇谷川から取水する工事を行った。次に武家桓敷跡の追構を保存展観するため、第10、11次発

掘調杏地区3150面を砂利敷舗装などで繁1iiiiした。なおこの地区と 一東谷川束側の中の御殿蹄、

蛇谷方面の追跡を結ぶ見学ルートを名慮し、 一釆谷川に遊歩橋を架設した。

直営事業ては、 一乗谷に府米の草本を育成保存するため、2,250面のアサミを主 とする，・；，li:ilを

造成した。また委託事業で、発掘調杏と環境繁備の森料にするため、八地谷地区55,400m'につ

いて、 200分の 1の地形図を作成した。

蛇谷地区整備工 PL. 19 

蛇谷地区には、朝介氏の屈敷跡と思われる、平坦地か階段状に残ってお り、 斜IRiの一部には

石垣か築かれている。また所々に柏林されたスキ林かあり、樹下にはシ ャガカ紛g及している。

シャガの群生地はそのまま保存することにし、が本や以前に伐採されたスキの根株などを抜

挿図 9 環境整備地区図
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根し て、新 ししヽ Il|」を5c rn/'！ に盛」、 1 '， 9 ,’]1jせ芝 を 柏栽した 。 また 2~1.地の要所に観‘此用に 、 ヤマ

ブキ ・コテマリ ・ユキヤナキ ・ノ、キなとをli(．柏 した。なお中坦地のふちに 、サッキ ・ツツジ ・

／ンチ ョウゲを、 1m'3本の内Il令て二列に夕ll柚した。

糾血のイはIiは、ヽリ.貞訓 ：，lをiJし、19じi／＜し、崩壊のおそれのある部分につしヽては、 ‘Ij貞泄j;,:図な

とを参名に 、衷込に棠れを人れ、空柏て祉i修復I見した。祉i允石は現地のものを使用した。

中の御殿趾と蛇谷の間には、朝介氏時代の道路辿構のf日りか推察される 。発掘調在の結果と

一部]柑出してし、る追の111,1端の1IIIlれなどから、追I-|］は約 3Illと推定される 。これを園路として利

川するため、現地位 1に砕れを放きつめ、排水のため内径25cmのポラコン排水管を坤設した。

その」．に山」． （粘質l)0.4 1ll ' にセメント 40kgの1,•Il 介 て1lし合したものを 1 0cm)げにしきならした 。

さら に細砂利を一）竹し きならし）投/1した。園路か県道北中足羽線に核するとこ ろには 、勾配か

急なのて、 I．ィih'iの1料段を設けた。

民家立退地整備工 PL. 19 

館跡北側の民家力立ち退いた機会に 、その周辺を塚ぢ訊＇各1崩することにした。

IIi年度発枷内1崩した節外ぷの北1IIIlは、 60cmはどに盛=I.して裔舵芝を柚栽 した。また県追に近

核して帆介氏J且跡現況，，兒明板力、建てられていたか、館跡束1IIIl山」＿幽．からの眺望にさしつかえるの

て、」ぐぷガぷち退いた1i/iに移設した。その1ji」1(1jには、一度に大勢の見学者に追跡の説明などか

てきるよう に、砂利放のI上場を設けた。また民家て使用していた礎石を、ベンチのかわ りに1ム

場の北側に配iiりした。芝’1地 と砂利放の燒界れには小 1、ーれを使用 した。なお広場の周辺には、

四-}". •折々 の 木の 化力観‘it てきるように、ユキャナキ ・ コテマ リ・ ヤマブキ ・ ハキなとの柑柏、

ァンサイの夕II柏をi)った。また緑I応を得るため、ケヤキ ・サク ラを裳・所に中柏した。

濠 導水工

蛇谷の小川からil又水し、 中の御殿跡束側、湯殿跡庭図束山裾間は給水パイプを坪設、館跡）紅

I点］か らは館内+JI水路 を使）廿して館外濠に給水できるようにした。

給水ノヽ イ プは外径89mmの硬質塩化ビニル竹を用いた。ノりイプ押設のための溝は、深さ lOCIn~

15cmとし、直構保{1のため掘削か表土（腐柚土）内にとどまるようにした。］）蒻廿用の枡は、将

米湯殿跡庭I点l池に1竹水する際容易に利用できるよう に、 庭園滝石組」」｝方に一個所、そのはか中

の御殿跡南側のI叩l路延に部と湯殿跡南側空濠の上方の二個所に設沼し た。取水枡には、給水調

節のハルプとゴミ流人防」1のための金網のフィルターを付設 した。

武家屋敷跡整備工 PL. 20、第21図

武家鼠放跡の建物直構はよく残存していなかったか、 巾4mの街路とそれに沿って 、側構や

4つの）や敷跡力、発掘されたのて、それらによる街並かわかるように環培整備した。

）や敷を 1メ訓する 1 •• ！ド跡は、イはI _I の ＿卜に山土を 30cm四に 盛土し麻舵芝を曲 り坪1lih した 。 巾や怜

附はiLi,{fに復／）iしさiLてし、るか、 I',9りさは不明冊であ ったので、 1,J:且の上部は充全に復／泉されてし、
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なし‘。なお上塁のイ1J:几は、前に例攻したままて111位ii'；かわかるれの修復や、崩壊を防〈ための

必要蔽小限な袖修にとどめた。追構泊路は、細砂利敷舗装で表:,J;した。t,1'｝は11!Miを補修し、底

を5(•In府のモルタルでかためた 。

枷虚杜建物跡は、縁どりに茶色のアスフ ァル トブロ I クを使用、内部には 5cmI'ぃ．の砕石）よ礎

に10cm匝でソイルセメント舗装を行った。ソイルセメントは 、山砂0.3rn'にセメント 40kg、土壌

凝固剤‘ノイラーPを 1kgの‘，りl合て加えliし合したものである。-t/:1i立村のti位附には、 Lこさ60c’IIl、

l辺15cmのヒノキの角材を据えた。東側の情跡の村位凶にはKさ60cm、 1辺12cmのヒ ノキの角

材を地中に20cmはとにJ:用込み、また雑木の情跡には、出土した杜根と1司し材質のL(さ70(Ill、K

径12cmの栗の丸太材を深さ30cmほどJ:里込み据えた。ヒノキ ・栗材ともに木llJLの衣I(llに防腐剤の

ウ ・ノ ドエースを冷付した。

礎石を用いた建物跡には、緑どりに焦色のアスファルトブロ ノクを使用、内部には），し礎の/i't"

石の上に 5c•rn/？てア スファルト 令ili装を行 っ た 。

井戸枠は、出土した井戸枠）｝を参名にし、 Iiijじ材質の火山礫凝灰岩 （笏谷石）で復掠三）ふ改

附した。高さ57.2cm、内の り120cmの大きさである。

建物跡 ・ 追路 ・ 土凰 ・ 溝 • 井戸 ・ 石組施設などのはかの部分は、並砂利を 8 cm/厚にしいて舗

装した。また発掘した北側の座敷の一部、南側の座放の一部にはIi,1c石を放いて区別した。

迅構のないとこ ろには、亦松 ・ヤマサクラ ・ヤマモミジ・ケヤキなどの裔さ4.5 rn内外の高木

を単柏した。柏栽は直径3mの円錐状に盛土して行った。盛」．の剃には 1ミ石を並べ、斜面には莉

柁芝をhii牧した。

遊歩橋工 PL. 19 

土低風の、 巾1.9mの遊歩橋を造成した。橋桁には、 H鋼 (250X250X 9 X 14mm) を使用した。

長さ 5m · 6m • 6m のものをボルトで固定して用いたか、デザイン上中央の H 鋼を橋台の天

端より 10cmはど高くして据えた。その上に、 10cm内外のスギ丸太を厚さ 7cmに製材したものを

しきならべ、 12cm角のスキ材でおさえた。丸太にクレオソートを愈付し、その上に砕石を一層

しき、さらにソイルセメントを12cm厚にしきこみ細砂利を散布展圧した。

現｛I．の玉れ護岸をこわさないように掘削し、基礎に栗石を20cm厚に入れ、コンクリート製橋台

(2 X0.9X0.5m)を構槃した。橋脚は、厚さ 15cmに製材したスギ端太材を用い、 H鋼にポル

トて固定、 6mの間隔をおいて二基設沼した。

草園造成

武家屏放跡の範囲の表小と、府来植物の育成を目的として、 10• 11次発掘調介地区の北方に

坪l点1を造成した。

座敷の橙界には、ハギを 2m間尉で2列に列柏した。内部には束側半分にアサミを、西側に

シャガ・チゴササを梢栽した。また西北より に、 66面の芝生の休憩緑地を設けた。
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石 造 遺物 の 調査

昭和47年 ・ 48年・ 49年の 3 ヶ年にわた っ て、一東谷所hの石塔• Ti仏の第一次予備調査のあ

らましを行なった。未た谷の各所に幾つかのものか残存しているものと思うか、一応、表面に

，i知出したものについては、はぱ全体的個数の把据は達成されたものと思う 。その結果、総数2,820

体を確認した。

確認した総数2,820体の石塔•石仏の内訳は、大別して、約半数か一右五輪塔 (1,457体）て、

約 3分の 1 (1,036体）か言わゆる像をも った石仏であ った。像では、地蔵菩薩の556体か圧倒

的に多く、以下、阿弥陀如米86体、観音菩藷 （型観音 ・十一血千手観音） 61体、如怠輪観音37

体、不動明工16体とつづいている。

板碑か86体あるか、そのほとんどは、五輪塔二体を線刻したものである。石仏には、その他

に、釈迦如米 ・ 虚空蔵菩蘭 ・ 制叱迦窟—f ．矛今褐羅窟イ． ． 妙見菩蒻 ・ 大日如米 ・ 天部等か少しあ

った。

石塔は大部分か一石五輪塔で、組合せ五輪塔 (148体）、 宝『f；印塔 (44体）は比率から言えは

極めて少ない。未た調介登録してないか、他に屑培か二J，けあると考えられる。

これ ら約3,000体の石塔 • 石仏は、 一乗谷に散{i. しているのか現況だか、やや細かく分折する

と、所hに地域的な伽りか認められる。これは、この谷の城館或は城下か、 L乳に武家町 ・寺町

という機能的な区分をもって形成されていたのでないかということを窺わしめる。

イi材は99％のものか、火山礫凝灰岩 （笏谷石）で安山岩のものは稀て10体を教えるのみてあ

る。大きさは、一石九輪塔ては1JJ15cm-20cmのものか大部分て、最大のものでl|l23.5cm、最小

のものて11Jllcmてある。一埒．石仏の場合てはl|J20cm~35cmのものか多く、 二灼石仏の場合では

1|l30cm~60cmとなるか、概して小邸のものか多い。

石仏の外邸は、小邸11仏の場合、 主珀庇付と舟邸光背に分けられる。一昨の時には、その比

率は顕竹な恙はなし、か、複昨ては、ほとんどか圭叫もしくは士珀庇付であって、）炉利光背は稀

である。二灼石仏の像の枡類は、阿弥陀と地蔵の組合せ力、多く、以下、地祓と地蔵 ・地蔵と如

紅．輪・阿弥陀と観音・阿弥陀と釈迦 ・阿弥陀と阿弥陀等の組合せかある。これからも、やはり

阿弥陀 ・地祓 ・観音に対する佑仰か顕花に見られる。

これら石塔•石仏で銘の判試可能なものの内、 法名としては、 禅門（神定門）・禅尼（禅定

尼）・童子・童女 ・大姉か多く、これは、被葬者 ・被供養者か一般俗人であ ったことを示してい

るものと考えられる。五輪塔 ・小邸石仏の場合、五輪塔 l体、 或は存．像 l体に対応して、銘が

刻されていることか多い。従って二尊石仏であれば銘 2つの場合か多い。

紀年銘については、①一石h輪塔（五輪塔 ・宝筐印塔）、②-尊石仏の単数銘、 ③単複尊．の複

数銘のもので、法名 ・紀年銘の対応しているもの、④小邸板碑の場合には、年月日は、没年月
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日てあると考えられる。又、総裔 1m を越す大型石仏•特殊なもの・逆修の場合には、供養年

月日か刻されているものと思う 。

約3,000体の石塔 • 石仏の 3 分の 2 は、天台宗真盛派てあ っ たとされる西山光照寺 ・ 盛源寺 ・

法蔵寺 ・極楽寺 • 最勝寺跡に伝存するか、確認できる法名 1 ,215名の内、約 1 割か、 「真」「盛」

の字を法名に使用している。これも 又、この谷の石造逍物の重要な担い手の 1人か 「天台が真

盛派」であ ったことを示してし・る。

紀年銘は、朝倉氏か一乗谷に在城したとされる文明年間から、織田信長によ って減亡させら

れる間の百年間の文明 ・長享 ・延徳 ・明応 ・文亀 ・永正 ・大永 ・享抹 ・天文 ・弘冶 ・永禄 ・元

亀にあてはまるものか全てである 。 このこと自体、この谷の石塔•石仏か朝倉氏と一体不可分

のものであ ったことを示しているか、特に天文 (1531年）以降、その数は急増 している。

決して充分な調査とは言えないまでも、 一応表面に＇W知出しているものの総佃体数の概要を捉

み得たこと • 朝倉氏と一体不可分のものてあること ・ が派の輪郭 ・ 年次別分布 ・ 種類の概要を

捉み得たものと思う 。尚詳細については、別に 「一東谷石造追物調杏報告書 I一銘文梨成」を

公刊するので、それにあたられたい。又、調査の全個体についての台板は当研究所に保管して

あるので併せてこ＇誌頂きたい 。 （尚、「銘文比成」は、肉眼による調査台帳を基礎に作成し 、未

た写真 ・拓本との整合を行い得ないのて、若干の誤記を生じているかと恐れるか、当面、とも

か〈も一応を報告し、後 日を期したく思っている。）

以下に今後の問題点を列記しておきたい。

1. 一乗谷の石造逍物造立の重要な担い手か、「天台宗真盛派」であることか今回の調企てほ

は判明したが、朝倉氏自身はやはり 「禅京」 たったと考えられる。戦国大名か複数の宗派を信

仰するのは特に珍らしいことてはないたろうか、事実この関係はどうあったのたろうか。

2.朝倉氏は越前を領国とした戦国大名であり 、一来谷はその居城であるか、一乗谷に巣中

的に残る石塔 ・石仏は、一乗谷たけの特徴なのたろうか？或は越前一国の在々所々にも石塔 ・

石仏は分布しているのか？その場合、均質に分布しているのか？分布に偏芹かあるのたろうか C

3.阿弥陀 ・地蔵 ・観音の像力、多いことは、それそれ阿弥陀信仰 ・地蔵信仰 ・観音信仰かそ

の背景にあったことを示し 、その思想的 ・宗教的背漿を考えて行かねはならないか、同時に一

石五輪塔が非常に多いことは何を示しているのか？ ー石五輪塔が墓であるとすればその数か極

めて多いことは、この谷ての宗教活動の多くの部分か葬像にかかわるものであったことをも示

していないだろうか。教義などの追求と併せて、 一般人か宗教といかにかかわったのか？その

側面をも追求する必要かあろう 。

4.これら石搭 ・石仏の多くは現在野ざらしになっている。今回の調卦結果をもとにより精

緻な調森をしてゆきたく思うか、当面、野外に所在するこれらの保存をはかってゆかねばなら

ない。今まで調杏 ・保存の対象とされることか少なかっただけに大方の御知恵を拝借したい。
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研 究 所 要 項

I 事 業概要

l. 研究所ボ業

ィ．朝介氏逍跡発掘調介

第10、11、12、13、14次発掘調介

ロ 朝倉氏逍跡環塙整備

蛇谷、武家屋放跡、民家立退地、外沫

導水工、箪固造成 委託 ；地形測品

ハ．石造迅物調査

ニ．古文沓調査

2.外部調査への参加

ィ．柚山城跡 （南条郡南条町）

1974年 4~ 5月

ロ 板取宿調壺（南条郡今庄町）

1974年 8月、 10月参加者吉岡

ハ 若狭国分寺跡 （小浜市国分）

1974年10~11月 参加者河原

二 右近次郎辿跡 （大野市右近次郎）

1974年10月

3.朝介氏追跡調←1t研究協議会

1974年 8月 一来谷において

4.特別史跡地内現状変史申出について

叶l;Jiりされた件数 16件

主な理由と血柏 家屋新梨等 963. 7m' 

f菜虹げ各1曲、1也14707 m' 

~t 18696.7m' 

II 予算

発掘調在‘伐

環境炉備‘it

研究所＇伐

叶

参加者 小野

17000千「月（国1車補助 5'.Iflj)

20000 T-1打（甘I/Ji.祉ill力5内ij)

2477 T-1廿

39477千円

III 組織規定

福井県教育委員会行政組織規則 抜苺

（昭和46年 6月1日

輻井県教ff委ii会規！！ll第5号）
改」！． 昭和46年12月23日教委規！IIl第 lどり

昭tll47年 4月1日教委規111]第3り

昭和47年10月24日教委規Iill第 8り

第二節 出先機関 （設潰名称等）

策13条 出先槻関として、支局、へき地、

複式教育事務所、特殊教育推進事務所

およひ文化財事務所を置く 。

2.出先機関の名称、位罹およひ所管区

域は、次表のとおりとする 。

機関の
区分

名 杵 I位 ;nI ,•1r 符 区 域

札川県教fiI)・ 村1,1）1・rh（特別史跡
文化財

朝介氏逍跡晶I福井．，h -東谷朝介氏逍跡
1i務所

介研究所 の指定区域）

（出先機関の所掌事務）

第15条 各出先機関の所掌する事務は、

次表のとおりとする。

附則 ，II{｛和47年-l)j111敦有委且会規！Ill第3'，)）

この規削は昭和47年 4月1日から施行する。

苗圃、柏林玲3026 m' N 職

機1見Iの
I祈芹 ‘ 1,• 務 1 '斤

区分

l 史跡の発掘わよ ひ発掘技法

の研究に関するこ と。

2 史跡の名境t.ki廂お よび直構

修鋲の研究に関する こと。

3 史跡の出寸品 の調介わ よひ

研究に関する こと。

4 中Ill:史の研究に1関すること

員 （昭和50年3JI 31 II現h)
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一乗谷中心部垂直写真
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暗渠・排水溝

◄ 新旧の道路側溝
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第 1図 発掘区位置図



第2図

第10次・11次発堀調査遺構実測図（
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第 3図 遺構実測図(2)
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第 4図 遺構実測図(31
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第 5図 遺構実測図(4)
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第6図 遺構実測図(5)
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第 7図 一乗谷中心部街割推定復原図
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第 8固 遺物実測図(1)
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第 9図 遺物実測図(2)
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第10図 遺物実測図(3)
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第11図 遺物実測図(4)
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第12図 遺構実測図
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第13図 第4次・13次発堀調査実測図(I)
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第14図
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第l5図 遺構実測図(3)
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第16図 遺物実測図(1)
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第17図 遺物実測図(2)
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第18図 遺物実測図(3)
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第19図 遺物実測図(4)
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第20図 遺物実測図(5)
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